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職員数

		

						平成15年度 ヘイセイネンド		平成16年度 ヘイセイネンド		平成17年度 ヘイセイネンド		平成18年度 ヘイセイネンド

						日本育英会 ニホンイクエイカイ		日本学生支援機構 ニホンガクセイシエンキコウ

		　奨学金業務に係る職員数 ショウガクキンギョウムカカショクインスウ				183		159		157		125

				うち　返還業務に係る
職員数 ヘンカンギョウムカカショクインスウ		141		107		96		114





職員数 (2)

		

						平成15年度 ヘイセイネンド		平成16年度 ヘイセイネンド		平成17年度 ヘイセイネンド		平成18年度 ヘイセイネンド

						日本育英会 ニホンイクエイカイ		日本学生支援機構 ニホンガクセイシエンキコウ

		　奨学金業務に係る職員数 ショウガクキンギョウムカカショクインスウ

				うち　返還業務に係る
職員数 ヘンカンギョウムカカショクインスウ

				日本学生支援機構

				日本育英会 ニホンイクエイカイ

				財団法人日本国際教育協会 ザイダンホウジンニホンコクサイキョウイクキョウカイ

				財団法人内外学生センター ナイガイガクセイ

				財団法人国際学友会 コクサイガクユウカイ

				財団法人関西国際学友会 カンサイコクサイガクユウカイ





前提

		

				フォント				MSPゴッシク　１１ポイント

								（グラフ内は違う個所もあります） ナイチガカショ

				単位 タンイ		金額 キンガク		億円 オクエン

						人数 ニンズウ		千人 センニン

						率 リツ		第一位％ ダイイチグライ

				年度 ネンド		表記 ヒョウキ		平成○○年度 ヘイセイネンド

						実績 ジッセキ		13～17

						計画 ケイカク		18～19

				学種 ガクシュ				第一種奨学金（無利息） ダイイッシュショウガクキンムリソク

								第二種奨学金（利息付） ダイニシュショウガクキンリソクツキ





事業予算-1

				平成19年度奨学金事業予算案 ショウガクキンジギョウヨサンアン

				（１）予算額 ヨサンガク

																														（単位：億円） オクエン

				区　　　　　　分										平成18年度予算 ヨサン						平成19年度予算 ヨサン						比較増△減

				　事  業  費  合  計								(Ａ+Ｄ)				7,999						8,503						504

				（無利息）　　　　　　第一種奨学金 ムリソク		　事  業  費  総  額						(Ａ)				2,721						2,777						56

						財
源				政府貸付金		(Ｂ)				813						747						△ 66

										返還金充当額 ヘンカンキン						1,718						1,742						24

										高等学校等奨学金事業交付金 コウトウガッコウトウショウガクキンジギョウコウフキン		(Ｃ)				190						288						98

										（Ｂ）＋（Ｃ）						1,003						1,035						32

				（利息付）　　　　　　第二種奨学金 リソクツキニ		　事  業  費  総  額						(Ｄ)				5,278						5,727						448

						財
源				財政融資資金						3,473						3,832						359

										財投機関債						1,170						1,170						0

										返還金充当額等 トウ						635						725						89

						〔 利 子 補 給 金 〕						(Ｅ)		〔		114		〕		〔		169		〕		〔		55		〕

				　返還免除等補助金 ヘンカンメンジョナドホジョキン								(Ｆ)				17						20						3

				　一般会計負担額								(Ｂ+Ｃ+Ｅ+Ｆ)				1,134						1,224						90





事業予算-1 (2)

				平成19年度奨学金事業予算案 ショウガクキンジギョウヨサンアン

																														（単位：億円、万人） オクエンマンニン

				区　　　　　　分										平成18年度予算 ヨサン						平成19年度予算 ヨサン						比較増△減

				　事  業  費  合  計								(Ａ+Ｄ)				7,999						8,503						504

				貸　与　人　員 カシアタエジンイン										（		109.2		）		（		114.3		）		（		5.2		）

				（無利息）　　　　　　　第一種奨学金 ムリソク		　事  業  費  総  額						(Ａ)				2,721						2,777						56

						財
源				政府貸付金		(Ｂ)				813						747						△ 66

										返還金充当額 ヘンカンキン						1,718						1,742						24

										高等学校等奨学金事業交付金 コウトウガッコウトウショウガクキンジギョウコウフキン		(Ｃ)				190						288						98

										（Ｂ）＋（Ｃ）						1,003						1,035						32

						貸　与　人　員 カシアタエジンイン								（		46.0		）		（		46.7		）		（		0.7		）

				（利息付）　　　　　　　第二種奨学金 リソクツキニ		　事  業  費  総  額						(Ｄ)				5,278						5,727						448

						財
源				財政融資資金						3,473						3,832						359

										財投機関債						1,170						1,170						0

										返還金充当額等 トウ						635						725						89

						〔 利 子 補 給 金 〕						(Ｅ)		〔		114		〕		〔		169		〕		〔		55		〕

						貸　与　人　員 カシアタエジンイン								（		63.1		）		（		67.6		）		（		4.5		）

				　返還免除等補助金 ヘンカンメンジョナドホジョキン								(Ｆ)				17						20						3

				　一般会計負担額								(Ｂ+Ｃ+Ｅ+Ｆ)				1,134						1,224						90

						※　第一種奨学金（無利息）には、高等学校等奨学金事業交付金分を含む。 ダイ1シュショウガクキンムリソクコウトウガッコウトウショウガクキンジギョウコウフキンブンフク

						※　第一種奨学金（無利息）には、高等学校等奨学金事業交付金分（288億円、12.4万人）相当を含む。 ダイ1シュショウガクキンムリソクコウトウガッコウトウショウガクキンジギョウコウフキンブンオクエンマンニンソウトウフク





事業予算-1 (3)

		

										(単位：万人） タンイマンニン

				区　　　分 クブン		平成30年度 ヘイセイネンド		平成31年度（案） ヘイセイネンドアン		比較増△減 ヒカクゾウゲン

				合計 ゴウケイ		131.5		138.8		7.2

				給付奨学金 キュウフショウガクキン		2.0		4.1		2.1

				第一種奨学金 ダイイッシュショウガクキン		53.8		57.9		4.2

				第二種奨学金 ダイニシュショウガクキン		75.7		76.7		1.0

				※合計及び増減は、四捨五入の関係で一致しない場合がある。 ゴウケイオヨゾウゲンシシャゴニュウカンケイイッチバアイ





事業予算-2(1)

		

				10～19全て当初計画額 スベトウショケイカクガク

						平成10年度		平成11年度		平成12年度		平成13年度		平成14年度		平成15年度		平成16年度		平成17年度		平成18年度		平成19年度（案）

				第一種奨学金		2,005		2,121		2,198		2,286		2,214		2,385		2,504		2,631		2,721		2,777

				第二種奨学金		650		1,660		1,953		2,446		2,952		3,405		4,316		4,879		5,278		5,727

				学資金計 マナシキンケイ		2,655		3,781		4,151		4,732		5,167		5,790		6,820		7,510		7,999		8,503

				第一種奨学金（無利息）								422		405		427		438		451		460		467

				第二種奨学金（利息付）								331		392		440		527		583		631		676

				貸与人員 タイヨジンイン		499		646		691		753		798		866		965		1,034		1,092		1,143





事業予算-2(1)
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事業予算-2

		

				13～19全て当初計画額 スベトウショケイカクガク

						平成13年度		平成14年度		平成15年度		平成16年度		平成17年度		平成18年度		平成19年度（案）

				第一種		2,286		2,214		2,385		2,504		2,631		2,721		2,777

				第二種		2,446		2,952		3,405		4,316		4,879		5,278		5,727

				学資金計 マナシキンケイ		4,732		5,167		5,790		6,820		7,510		7,999		8,503

				第一種奨学金（無利息）		422		405		427		438		451		460		467

				第二種奨学金（利息付）		331		392		440		527		583		631		676

				貸与人員 タイヨジンイン		753		798		866		965		1,034		1,092		1,143





事業予算-2
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Sheet2

		

				　　年　　度		　　制度改正等

				平成11年度		〇　第二種奨学金の貸与規模拡大（「きぼう21プラン奨学金制度」発足）

						　　（貸与月額選択制の導入）

						〇「緊急・応急採用奨学金制度」創設

				平成13年度		〇「きぼう21プラン奨学金」貸与学種拡大（博士課程・高専4.5年）

				平成14年度		〇　情報総合管理システム（イクシス）稼動

				平成15年度		〇「入学時特別増額貸与奨学金制度」創設

				平成16年度		〇「機関保証制度」創設

						〇「入学時特別増額貸与奨学金制度」拡大（第一種にも拡大）

						〇「第二種奨学金（海外進学）制度」創設

						〇　法科大学院の創設に対応した奨学金の充実　

						〇「特に優れた業績による返還免除制度」創設

				平成17年度		〇「報奨金制度」廃止

				平成18年度		〇「第二種奨学金（短期留学）制度」創設

						〇　適格認定手続きの電子情報化

				平成19年度		〇　第二種奨学金利率選択制の導入

						　　（利率見直し方式と利率固定方式の選択）





学生数に対する貸与率

		

				学生数に対する貸与率(１８年度） ガクセイスウタイタイヨリツネンド

				　学　種 ガクタネ		　貸与率（％） タイヨリツ

				　大学 ダイガク		27.9

				　大学院 ダイガクイン		38.7

				　高等専門学校 コウトウセンモンガッコウ		11.0

				　専修学校
　専門課程 センシュウガッコウセンモンカテイ		20.2

				計 ケイ		27.1

				（注）貸与率は１８年度貸与実績／１８年度学生数（実員） チュウタイヨリツネンドタイヨジッセキネンドガクセイスウジツイン





奨学金の種類

		

						奨学金の種類 ショウガクキンシュルイ

						区　　分 クブン						第一種奨学金（無利息） ダイイッシュショウガクキンムリソク						第二種奨学金（利息付） ダイニシュショウガクキンリソクツキ

						対象学種 タイショウガクシュ						大学・短大、高専、大学院、専修学校専門課程 ダイガクタンダイコウセンダイガクインセンシュウガッコウセンモンカテイ						大学・短大、高専（4・5年生）、大学院、専修学校専門課程 ダイガクタンダイコウセンネンセイダイガクインセンシュウガッコウセンモンカテイ

												※高校・専修学校高等課程は平成17年度入学者から順次都道府県へ移管 コウコウセンシュウガッコウコウトウカテイヘイセイネンドニュウガクシャジュンジトドウフケンイカン

						貸与月額 タイヨゲツガク						定額 テイガク						学生が選択 ガクセイセンタク

												※私大・自宅外通学の場合6.4万円 シダイジタクソトツウガクバアイマンエン						※大学の場合、３、５、８、１０万円から選択 ダイガクバアイマンエンセンタク

						貸与基準 タイヨキジュン		学力 ガクリョク				①高校成績が３.５以上 コウコウセイセキイジョウ						①平均以上の成績の学生 ヘイキンイジョウセイセキガクセイ

												②大学成績が学部内において上位1/3以内 ダイガクセイセキガクブナイジョウイイナイ						②特定の分野において特に優秀な能力を有すると認められる学生 トクテイブンヤトクユウシュウノウリョクユウミトガクセイ

																		③勉学意欲のある学生 ベンガクイヨクガクセイ

								家計 カケイ				998万円以下 マンエンイカ						1,344万円以下 マンエンイカ

												※私大・自宅通学・4人世帯で主たる家計支持者が給与所得者の場合 シダイジタクツウガクニンセタイシュカケイシジシャキュウヨショトクシャバアイ						※私大・自宅通学・4人世帯で主たる家計支持者が給与所得者の場合 シダイジタクツウガクニンセタイシュキュウヨショトクシャバアイ

						返還方法 ヘンカンホウホウ						卒業後20年以内 ソツギョウゴネンイナイ						卒業後20年以内の元利均等返還 ソツギョウゴネンイナイガンリキントウヘンカン

						返還利率・返還利息 ヘンカンリリツヘンカンリソク						－						上限金利３％（在学中は無利息） ジョウゲンキンリザイガクチュウムリソク

																		１９年度採用者から利率固定と利率見直方式の選択制導入 ネンドサイヨウシャリリツコテイリリツミナオホウシキセンタクセイドウニュウ





回収状況-1

		

				事業報告書別表４－１　総返還率（延滞分＋当年度分） ジギョウホウコクショベッピョウソウヘンカンリツエンタイブントウネンドブン

						平成13年度		平成14年度		平成15年度		平成16年度		平成17年度

				第一種奨学金（無利息）		1,358		1,440		1,517		1,639		1,735

				第二種奨学金（利息付）		345		418		532		658		841

				計 ケイ		1,703		1,858		2,048		2,297		2,575

				第一種		1,049		1,101		1,150		1,231		1,296

				第二種		298		359		458		559		717

				計 ケイ		1,347		1,460		1,608		1,790		2,013

				第一種奨学金（無利息）		77.2		76.5		75.8		75.1		74.7

				第二種奨学金（利息付）		86.5		85.9		86.2		85.0		85.3

				要返還額に
対する割合 ヨウヘンカンガクタイワリアイ		79.1		78.6		78.5		77.9		78.2





回収状況-1

		平成13年度		平成13年度		平成13年度

		平成14年度		平成14年度		平成14年度

		平成15年度		平成15年度		平成15年度

		平成16年度		平成16年度		平成16年度

		平成17年度		平成17年度		平成17年度
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回収状況-2

		

				基礎資料等　新規の当年度分回収率 キソシリョウトウシンキトウネンドブンカイシュウリツ

						平成13年度		平成14年度		平成15年度		平成16年度		平成17年度

				第一種		50		54		56		54		53

				第二種奨学金		32		44		56		67		77

				計 ケイ		82		98		112		120		131

				第一種		46		50		52		50		50

				第二種		30		41		51		62		72

				計 ケイ		77		91		103		112		123

				第一種奨学金（無利息）		92.7		92.6		92.2		93.8		94.5

				第二種奨学金（利息付）		93.1		92.9		92.2		93.0		93.4

				要返還額
に対する割合 ヨウヘンカンガクタイワリアイ		92.9		92.7		92.2		93.4		93.8





回収状況-2

		平成13年度		平成13年度		平成13年度

		平成14年度		平成14年度		平成14年度

		平成15年度		平成15年度		平成15年度

		平成16年度		平成16年度		平成16年度

		平成17年度		平成17年度		平成17年度
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（％）



Sheet1

		



奨学生の補導
ア 奨学生の適格性の審査
奨学生としての適格性を確保するため、大学等において、奨学生から「奨学金継続願」
の提出を求め、その際奨学生の経済状況や平素の生活・学修状況及び学業成績等から奨学
生としての適格性を総合的に審査する「適格認定」を実施し、その結果を「適格認定報
告」として機構に報告することとしている。
機構は、適格性に問題がある者について、規定に従い、廃止、停止、警告（高等学校及
び専修学校高等課程の奨学生には警告の処置はない。）又は激励の処置を行うこととして
いる。
大学等の適格認定実施状況の把握を目的として、継続願の配付・提出状況、経済状況・
学業成績の確認状況及び適格基準の細目区分ごとの認定状況等とともに、適格認定基準の
運用に関する学内基準の設定状況について、平成17 年８月～11 月に「適格認定の実施に
関する実態調査」を実施した。この調査の結果を踏まえ、より適切な適格認定の実施に資
するため、平成18 年３月に「奨学生の適格認定に関する施行細則の解説について」及び
－10－
「適格認定事務要領」を各大学等へ通知した。
また、平成17 事業年度において、より適切・効果的な適格認定が実施されることを目
的に、最高学年の者を除いた10 月時点貸与中奨学生を対象に、年度末の成績に基づき認
定を行うものとし、その報告期限を12 月から翌年４月に変更した。
（参考）平成17 事業年度の適格認定の実施状況
奨学金廃止（留年者等） 5,155件（0.8%）
奨学金停止（学業成績不振者等） 14,204件（2.1%）
警告（学習評価が著しく劣る者等） 10,895件（1.6%）
激励（学習評価が劣る者） 23,165件（3.4%）
合 計53,419件（7.9%）




職員数

		

						平成15年度 ヘイセイネンド		平成16年度 ヘイセイネンド		平成17年度 ヘイセイネンド		平成18年度 ヘイセイネンド

						日本育英会 ニホンイクエイカイ		日本学生支援機構 ニホンガクセイシエンキコウ

		　奨学金業務に係る職員数 ショウガクキンギョウムカカショクインスウ				183		159		157		125

				うち　返還業務に係る
職員数 ヘンカンギョウムカカショクインスウ		141		107		96		114





職員数 (2)

		

						平成15年度 ヘイセイネンド		平成16年度 ヘイセイネンド		平成17年度 ヘイセイネンド		平成18年度 ヘイセイネンド

						日本育英会 ニホンイクエイカイ		日本学生支援機構 ニホンガクセイシエンキコウ

		　奨学金業務に係る職員数 ショウガクキンギョウムカカショクインスウ

				うち　返還業務に係る
職員数 ヘンカンギョウムカカショクインスウ

				日本学生支援機構

				日本育英会 ニホンイクエイカイ

				財団法人日本国際教育協会 ザイダンホウジンニホンコクサイキョウイクキョウカイ

				財団法人内外学生センター ナイガイガクセイ

				財団法人国際学友会 コクサイガクユウカイ

				財団法人関西国際学友会 カンサイコクサイガクユウカイ





前提

		

				フォント				MSPゴッシク　１１ポイント

								（グラフ内は違う個所もあります） ナイチガカショ

				単位 タンイ		金額 キンガク		億円 オクエン

						人数 ニンズウ		千人 センニン

						率 リツ		第一位％ ダイイチグライ

				年度 ネンド		表記 ヒョウキ		平成○○年度 ヘイセイネンド

						実績 ジッセキ		13～17

						計画 ケイカク		18～19

				学種 ガクシュ				第一種奨学金（無利息） ダイイッシュショウガクキンムリソク

								第二種奨学金（利息付） ダイニシュショウガクキンリソクツキ





事業予算-1

		

																														（単位：億円） タンイオクエン

				区　　　　　　分										平成30年度						平成31年度（案） アン						比較増△減

				　事  業  費  合  計								(A+B+C)				10,446						10,755						309

				給付 キュウフ		　事  業  費  総  額						(A)				73						152						79

						財源 ザイゲン				国庫補助金 コッコホジョキン						(105)						(140)						(35)

				（無利息）
第一種 ムリソク		　事  業  費  総  額						(B)				3,601						3,826						225

						財
源				政府貸付金						959						1,092						133

										民 間 資 金 借 入 金 タミアイダシキンシャクニュウキン						186						387						201

										返還金等 ヘンカンキントウ						2,456						2,359						△ 97

				（利息付）
第二種 リソクツキニ		　事  業  費  総  額						(C)				6,771						6,777						6

						財
源				財政融資資金						7,043						6,684						△ 359				　

										財投機関債						1,200						1,200						0

										借入金償還等 カリイレキンショウカントウ						△ 1,472						△ 1,107						365

										（返還金） ヘンカンキン						(6,018)						(5,876)				(		143		)

				利 子 補 給 金												0						0

				　高等学校等奨学金事業交付金								(Ｅ)				200												△ 200

				　返還免除等補助金 ヘンカンメンジョナドホジョキン								(Ｆ)				50												△ 50

				　一般会計負担額								(Ｂ+Ｄ+Ｅ+Ｆ)				1,228												△ 1,228

				※合計及び増減は、四捨五入の関係で一致しない場合がある。 ゴウケイオヨゾウゲンシシャゴニュウカンケイイッチバアイ





事業予算-1 (2)

				平成19年度奨学金事業予算案 ショウガクキンジギョウヨサンアン

																														（単位：億円、万人） オクエンマンニン

				区　　　　　　分										平成18年度予算 ヨサン						平成19年度予算 ヨサン						比較増△減

				　事  業  費  合  計								(Ａ+Ｄ)				7,999						8,503						504

				貸　与　人　員 カシアタエジンイン										（		109.2		）		（		114.3		）		（		5.2		）

				（無利息）　　　　　　　第一種奨学金 ムリソク		　事  業  費  総  額						(Ａ)				2,721						2,777						56

						財
源				政府貸付金		(Ｂ)				813						747						△ 66

										返還金充当額 ヘンカンキン						1,718						1,742						24

										高等学校等奨学金事業交付金 コウトウガッコウトウショウガクキンジギョウコウフキン		(Ｃ)				190						288						98

										（Ｂ）＋（Ｃ）						1,003						1,035						32

						貸　与　人　員 カシアタエジンイン								（		46.0		）		（		46.7		）		（		0.7		）

				（利息付）　　　　　　　第二種奨学金 リソクツキニ		　事  業  費  総  額						(Ｄ)				5,278						5,727						448

						財
源				財政融資資金						3,473						3,832						359

										財投機関債						1,170						1,170						0

										返還金充当額等 トウ						635						725						89

						〔 利 子 補 給 金 〕						(Ｅ)		〔		114		〕		〔		169		〕		〔		55		〕

						貸　与　人　員 カシアタエジンイン								（		63.1		）		（		67.6		）		（		4.5		）

				　返還免除等補助金 ヘンカンメンジョナドホジョキン								(Ｆ)				17						20						3

				　一般会計負担額								(Ｂ+Ｃ+Ｅ+Ｆ)				1,134						1,224						90

						※　第一種奨学金（無利息）には、高等学校等奨学金事業交付金分を含む。 ダイ1シュショウガクキンムリソクコウトウガッコウトウショウガクキンジギョウコウフキンブンフク

						※　第一種奨学金（無利息）には、高等学校等奨学金事業交付金分（288億円、12.4万人）相当を含む。 ダイ1シュショウガクキンムリソクコウトウガッコウトウショウガクキンジギョウコウフキンブンオクエンマンニンソウトウフク





事業予算-1 (3)

		

				（２）予算人員 ヨサンジンイン

										（単位：万人）

				区　　　分 クブン		１８年度 ネンド		１９年度 ネンド		増減 ゾウゲン

				計 ケイ		109.2		114.3		5.2

				第一種貸与人員 ダイイッシュタイヨジンイン		46.0		46.7		0.7

				第二種貸与人員 ダイニシュタイヨジンイン		63.1		67.6		4.5

				合計は、四捨五入の関係で一致しない場合がある





事業予算-2(1)

		

				10～19全て当初計画額 スベトウショケイカクガク

						平成10年度		平成11年度		平成12年度		平成13年度		平成14年度		平成15年度		平成16年度		平成17年度		平成18年度		平成19年度（案）

				第一種奨学金		2,005		2,121		2,198		2,286		2,214		2,385		2,504		2,631		2,721		2,777

				第二種奨学金		650		1,660		1,953		2,446		2,952		3,405		4,316		4,879		5,278		5,727

				学資金計 マナシキンケイ		2,655		3,781		4,151		4,732		5,167		5,790		6,820		7,510		7,999		8,503

				第一種奨学金（無利息）								422		405		427		438		451		460		467

				第二種奨学金（利息付）								331		392		440		527		583		631		676

				貸与人員 タイヨジンイン		499		646		691		753		798		866		965		1,034		1,092		1,143





事業予算-2(1)
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事業予算-2

		

				13～19全て当初計画額 スベトウショケイカクガク

						平成13年度		平成14年度		平成15年度		平成16年度		平成17年度		平成18年度		平成19年度（案）

				第一種		2,286		2,214		2,385		2,504		2,631		2,721		2,777

				第二種		2,446		2,952		3,405		4,316		4,879		5,278		5,727

				学資金計 マナシキンケイ		4,732		5,167		5,790		6,820		7,510		7,999		8,503

				第一種奨学金（無利息）		422		405		427		438		451		460		467

				第二種奨学金（利息付）		331		392		440		527		583		631		676

				貸与人員 タイヨジンイン		753		798		866		965		1,034		1,092		1,143





事業予算-2
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Sheet2

		

				　　年　　度		　　制度改正等

				平成11年度		〇　第二種奨学金の貸与規模拡大（「きぼう21プラン奨学金制度」発足）

						　　（貸与月額選択制の導入）

						〇「緊急・応急採用奨学金制度」創設

				平成13年度		〇「きぼう21プラン奨学金」貸与学種拡大（博士課程・高専4.5年）

				平成14年度		〇　情報総合管理システム（イクシス）稼動

				平成15年度		〇「入学時特別増額貸与奨学金制度」創設

				平成16年度		〇「機関保証制度」創設

						〇「入学時特別増額貸与奨学金制度」拡大（第一種にも拡大）

						〇「第二種奨学金（海外進学）制度」創設

						〇　法科大学院の創設に対応した奨学金の充実　

						〇「特に優れた業績による返還免除制度」創設

				平成17年度		〇「報奨金制度」廃止

				平成18年度		〇「第二種奨学金（短期留学）制度」創設

						〇　適格認定手続きの電子情報化

				平成19年度		〇　第二種奨学金利率選択制の導入

						　　（利率見直し方式と利率固定方式の選択）





学生数に対する貸与率

		

				学生数に対する貸与率(１８年度） ガクセイスウタイタイヨリツネンド

				　学　種 ガクタネ		　貸与率（％） タイヨリツ

				　大学 ダイガク		27.9

				　大学院 ダイガクイン		38.7

				　高等専門学校 コウトウセンモンガッコウ		11.0

				　専修学校
　専門課程 センシュウガッコウセンモンカテイ		20.2

				計 ケイ		27.1

				（注）貸与率は１８年度貸与実績／１８年度学生数（実員） チュウタイヨリツネンドタイヨジッセキネンドガクセイスウジツイン





奨学金の種類

		

						奨学金の種類 ショウガクキンシュルイ

						区　　分 クブン						第一種奨学金（無利息） ダイイッシュショウガクキンムリソク						第二種奨学金（利息付） ダイニシュショウガクキンリソクツキ

						対象学種 タイショウガクシュ						大学・短大、高専、大学院、専修学校専門課程 ダイガクタンダイコウセンダイガクインセンシュウガッコウセンモンカテイ						大学・短大、高専（4・5年生）、大学院、専修学校専門課程 ダイガクタンダイコウセンネンセイダイガクインセンシュウガッコウセンモンカテイ

												※高校・専修学校高等課程は平成17年度入学者から順次都道府県へ移管 コウコウセンシュウガッコウコウトウカテイヘイセイネンドニュウガクシャジュンジトドウフケンイカン

						貸与月額 タイヨゲツガク						定額 テイガク						学生が選択 ガクセイセンタク

												※私大・自宅外通学の場合6.4万円 シダイジタクソトツウガクバアイマンエン						※大学の場合、３、５、８、１０万円から選択 ダイガクバアイマンエンセンタク

						貸与基準 タイヨキジュン		学力 ガクリョク				①高校成績が３.５以上 コウコウセイセキイジョウ						①平均以上の成績の学生 ヘイキンイジョウセイセキガクセイ

												②大学成績が学部内において上位1/3以内 ダイガクセイセキガクブナイジョウイイナイ						②特定の分野において特に優秀な能力を有すると認められる学生 トクテイブンヤトクユウシュウノウリョクユウミトガクセイ

																		③勉学意欲のある学生 ベンガクイヨクガクセイ

								家計 カケイ				998万円以下 マンエンイカ						1,344万円以下 マンエンイカ

												※私大・自宅通学・4人世帯で主たる家計支持者が給与所得者の場合 シダイジタクツウガクニンセタイシュカケイシジシャキュウヨショトクシャバアイ						※私大・自宅通学・4人世帯で主たる家計支持者が給与所得者の場合 シダイジタクツウガクニンセタイシュキュウヨショトクシャバアイ

						返還方法 ヘンカンホウホウ						卒業後20年以内 ソツギョウゴネンイナイ						卒業後20年以内の元利均等返還 ソツギョウゴネンイナイガンリキントウヘンカン

						返還利率・返還利息 ヘンカンリリツヘンカンリソク						－						上限金利３％（在学中は無利息） ジョウゲンキンリザイガクチュウムリソク

																		１９年度採用者から利率固定と利率見直方式の選択制導入 ネンドサイヨウシャリリツコテイリリツミナオホウシキセンタクセイドウニュウ





回収状況-1

		

				事業報告書別表４－１　総返還率（延滞分＋当年度分） ジギョウホウコクショベッピョウソウヘンカンリツエンタイブントウネンドブン

						平成13年度		平成14年度		平成15年度		平成16年度		平成17年度

				第一種奨学金（無利息）		1,358		1,440		1,517		1,639		1,735

				第二種奨学金（利息付）		345		418		532		658		841

				計 ケイ		1,703		1,858		2,048		2,297		2,575

				第一種		1,049		1,101		1,150		1,231		1,296

				第二種		298		359		458		559		717

				計 ケイ		1,347		1,460		1,608		1,790		2,013

				第一種奨学金（無利息）		77.2		76.5		75.8		75.1		74.7

				第二種奨学金（利息付）		86.5		85.9		86.2		85.0		85.3

				要返還額に
対する割合 ヨウヘンカンガクタイワリアイ		79.1		78.6		78.5		77.9		78.2
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回収状況-2

		

				基礎資料等　新規の当年度分回収率 キソシリョウトウシンキトウネンドブンカイシュウリツ

						平成13年度		平成14年度		平成15年度		平成16年度		平成17年度

				第一種		50		54		56		54		53

				第二種奨学金		32		44		56		67		77

				計 ケイ		82		98		112		120		131

				第一種		46		50		52		50		50

				第二種		30		41		51		62		72

				計 ケイ		77		91		103		112		123

				第一種奨学金（無利息）		92.7		92.6		92.2		93.8		94.5

				第二種奨学金（利息付）		93.1		92.9		92.2		93.0		93.4

				要返還額
に対する割合 ヨウヘンカンガクタイワリアイ		92.9		92.7		92.2		93.4		93.8
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		平成14年度		平成14年度		平成14年度
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奨学生の補導
ア 奨学生の適格性の審査
奨学生としての適格性を確保するため、大学等において、奨学生から「奨学金継続願」
の提出を求め、その際奨学生の経済状況や平素の生活・学修状況及び学業成績等から奨学
生としての適格性を総合的に審査する「適格認定」を実施し、その結果を「適格認定報
告」として機構に報告することとしている。
機構は、適格性に問題がある者について、規定に従い、廃止、停止、警告（高等学校及
び専修学校高等課程の奨学生には警告の処置はない。）又は激励の処置を行うこととして
いる。
大学等の適格認定実施状況の把握を目的として、継続願の配付・提出状況、経済状況・
学業成績の確認状況及び適格基準の細目区分ごとの認定状況等とともに、適格認定基準の
運用に関する学内基準の設定状況について、平成17 年８月～11 月に「適格認定の実施に
関する実態調査」を実施した。この調査の結果を踏まえ、より適切な適格認定の実施に資
するため、平成18 年３月に「奨学生の適格認定に関する施行細則の解説について」及び
－10－
「適格認定事務要領」を各大学等へ通知した。
また、平成17 事業年度において、より適切・効果的な適格認定が実施されることを目
的に、最高学年の者を除いた10 月時点貸与中奨学生を対象に、年度末の成績に基づき認
定を行うものとし、その報告期限を12 月から翌年４月に変更した。
（参考）平成17 事業年度の適格認定の実施状況
奨学金廃止（留年者等） 5,155件（0.8%）
奨学金停止（学業成績不振者等） 14,204件（2.1%）
警告（学習評価が著しく劣る者等） 10,895件（1.6%）
激励（学習評価が劣る者） 23,165件（3.4%）
合 計53,419件（7.9%）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
基本的なところは、現在と同じですが、所得に応じた返還となるため、
その計算をどうように行なうかを理解してもらうことが重要になるかと
思っています。
次の図を見ながら確認して下さい。
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